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こ
の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
い
く
の

か
、
本
当
に
ま
じ
め
に
考
え
て
、
行
動
に
移

し
た
と
い
う
姿
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
　

今
回
茨
城
副
都
心
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
る
が
、
副
都
心
に
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
を
機
に
常
総
市
を
出
発
点
と
し
て
、
新
た

な
こ
の
ま
ち
の
未
来
を
考
え
て
い
く
機
会
に

し
た
い
。
少
子
高
齢
化
で
こ
れ
か
ら
人
口
は

増
え
ず
、
住
宅
団
地
を
つ
く
っ
て
も
簡
単
に

人
は
来
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
で
常
総
市
の
将

来
像
を
し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
と
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
こ
の
よ
う
な
途
方
も
な
い
話
を
し

て
い
る
。
執
行
部
に
何
ら
か
の
考
え
が
あ
っ

た
ら
聞
き
た
い
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　

国
や
県
に
お
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
も

の
は
な
い
が
、
大
変
す
ば
ら
し
い
構
想
と
考

え
る
。
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
可
能
性
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い

て
い
る
。
首
都
機
能
の
一
翼
を
担
う
都
市
と

し
て
、
積
極
的
に
構
想
に
参
画
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
当
市
の
み
で
実
行
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
の
で
、
こ
の
構
想
の
具
体
化
に
向
け
、

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

質
問

　
　

こ
の
地
域
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

訴
え
、
首
都
圏
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
だ
け

の
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
財
政
再
建
に
つ
い
て

○
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
と
公
園
事
業
と
の
違
い

に
つ
い
て

質
問

　
　

①
常
総
市
の
現
況
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
併

合
し
て
考
え
る
時
、
将
来
常
総
市
の
活
性
化

に
一
番
必
要
と
考
え
て
い
る
政
策
は
。
②
合

併
時
か
ら
一
極
二
制
度
と
言
わ
れ
る
中
で
、

旧
水
海
道
と
旧
石
下
の
現
状
を
考
え
た
時
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ
て
市
長
と
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

③
高
崎
坂
東
線
に
つ
い
て
、
前
市
長
は
25
年

度
に
は
認
定
を
受
け
て
事
業
を
始
め
た
い
と

発
表
し
た
が
、
高
杉
市
長
は
県
と
の
話
し
合

い
を
反
故
に
し
た
と
聞
く
。
そ
の
理
由
は
。

④
旧
石
下
町
時
代
に
事
業
目
的
を
も
っ
て
買

い
求
め
た
10
町
歩
弱
の
土
地
に
つ
い
て
、
一

部
は
石
下
庁
舎
等
に
使
用
し
て
い
る
が
、
そ

の
活
用
の
方
策
を
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

①
定
住
人
口
を
増
や
し
て
い
く
政
策
が
一

番
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
少
子
化
政

策
、
教
育
機
関
の
整
備
、
住
宅
政
策
、
立
地

条
件
を
生
か
し
た
整
備
、
財
政
力
の
強
化
の

５
点
の
政
策
で
定
住
人
口
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
②
東
京
か
ら
近
い
、
豊
か
な
自
然
環

境
、
文
化
財
が
多
い
、
平
野
部
が
多
い
、
水

資
源
が
豊
富
と
い
う
５
つ
の
長
所
を
伸
ば
し

て
い
き
た
い
。
③
高
崎
坂
東
線
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
県
道
と
し
て

整
備
を
す
べ
き
と
考
え
、
県
に
積
極
的
に
働

き
か
け
を
し
て
い
る
。
④
平
成
25
年
度
か
ら
、

花
の
広
場
と
し
て
整
備
す
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ク

エ
ア
事
業
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

質
問

　
　

市
長
が
考
え
て
い
る
工
業
団
地
の
拡
大
に

絡
み
、
整
備
を
市
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
県
に
事
業
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
と
考
え
る
。

質
問

　
　

事
業
費
を
市
が
負
担
し
て
実
施
す
る
気
は

あ
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

考
え
て
い
な
い
。

質
問

　
　

県
事
業
と
し
て
進
め
る
場
合
、
い
つ
ご
ろ

で
き
る
の
か
と
い
う
確
信
は
持
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

予
算
の
配
分
に
よ
り
工
事
期
間
は
変
わ
る

が
、
完
成
は
平
成
35
年
頃
と
想
定
し
て
い
る
。

質
問

　
　

市
で
や
れ
ば
工
事
期
間
は
短
く
な
る
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

答
弁
（
道
路
課
長
）

　
　

軟
弱
地
盤
等
が
あ
り
、
延
長
も
長
い
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
５
年
位
は
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

質
問

　
　

日
野
自
動
車
関
連
企
業
の
誘
致
、
住
宅
需

要
の
促
進
も
含
め
、
こ
の
道
路
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

と
て
も
大
切
な
道
路
だ
と
認
識
し
、
早
期

完
成
に
向
け
た
要
望
活
動
は
し
っ
か
り
と
し

常
総
市
の
一
体
感
の
構
築
と
言
わ

れ
て
い
る
中
で
、
市
長
の
政
策
と

将
来
展
望
に
つ
い
て
の
考
え
は

（
総
括
質
問
・
一
問
一
答
）

水
野　

昇 

議
員

高
崎
坂
東
線
（
向
石
下
、
古
間
木

地
内
）
の
整
備
に
つ
い
て

（
一
問
一
答
）

風
野　

芳
之 

議
員

質
問

　
　

常
総
市
は
南
北
に
広
く
工
業
団
地
も
あ
り
、

南
北
に
幹
線
道
路
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

一
極
二
制
度
と
言
わ
れ
る
都
市
計
画
に
つ
い

て
、
ど
こ
ま
で
方
向
付
け
が
進
ん
で
い
る
の

か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
非
常
に
重
要
な
問

題
な
の
で
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
幹
線
道
路
は
常
総
市
の
一
体
感
を
つ
く
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
県
道
と
し
て
早
期
に
整

備
す
る
よ
う
要
望
活
動
を
し
て
い
く
。

質
問

　
　

10
町
歩
弱
の
土
地
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

で
６
次
産
業
の
育
成
に
使
う
と
答
申
が
出
て

い
る
よ
う
だ
が
ど
う
な
の
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

花
の
広
場
は
一
時
的
な
措
置
と
し
て
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

　
　

６
次
産
業
は
農
業
政
策
の
活
性
化
の
大
き

な
土
台
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

市
長
と
し
て
の
見
解
は
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
現
在
真
剣

に
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
活
用
方

法
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
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〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
財
政
再
建
に
つ
い
て

質
問

　
　

圏
央
道
（
仮
称
）
水
海
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
」）
周
辺
開
発
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　

平
成
25
年
度
に
産
業
拠
点
整
備
課
を
設
置

し
、
具
体
的
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

質
問

　
　

も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
っ
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
（
企
画
課
長
）

　
　

線
引
き
の
見
直
し
は
５
年
に
１
回
で
、
最

短
が
27
年
度
末
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
向
け

た
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

質
問

　
　

大
き
な
産
業
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
農
業
に

つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
の
中
で
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　

農
業
に
つ
い
て
は
、
市
の
考
え
方
を
整
理

し
、
重
点
的
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　
　

Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
た
、
産
業
と
し
て
の
農
業

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

何
ら
か
の
形
で
常
総
市
の
農
業
を
生
か
せ

る
よ
う
な
も
の
を
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
持
っ
て
い
き

た
い
。

質
問

　
　

で
き
る
だ
け
早
く
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

水
海
道
有
料
道
路
の
無
料
化
へ
の
見
通
し

は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

減
収
額
を
補
て
ん
す
れ
ば
可
能
だ
が
、
現

状
で
は
困
難
。
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　
　

市
長
は
、
県
等
に
無
料
化
の
要
請
活
動
を

行
っ
て
き
た
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

市
長
就
任
後
の
８
月
に
知
事
に
要
望
し
た
。

質
問

　
　

要
請
、
要
望
活
動
は
何
回
も
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

朝
夕
の
渋
滞
解
消
の
た
め
、
元
町
交
差
点

の
豊
水
橋
の
右
折
レ
ー
ン
を
解
消
で
き
な
い

か
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　

規
制
に
は
難
し
い
課
題
が
あ
る
。
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

質
問

　
　

難
し
い
課
題
と
は
何
か
。

答
弁
（
安
全
安
心
課
長
）

　
　

市
街
地
に
入
る
車
が
あ
る
た
め
、
右
折
レ

ー
ン
と
矢
印
信
号
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
一

番
混
雑
す
る
通
勤
通
学
の
時
間
帯
を
規
制
す

る
に
は
、
利
用
者
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
。

質
問

　
　

交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

○
生
活
保
護
の
現
状
に
つ
い
て

質
問

　
　

①
市
民
の
所
得
が
減
り
続
け
て
い
る
現
状

と
、
そ
の
中
で
生
活
保
護
受
給
者
増
の
実
態

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
貧
困
世
帯
が
増
え

て
い
る
原
因
を
聞
き
た
い
。

　
　

②
生
活
保
護
費
を
削
減
す
る
方
針
が
示
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
減
額
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
健
康
で
文
化
的
な

生
活
が
営
め
な
く
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

て
き
て
い
る
。

質
問

　
　

現
在
の
蔵
持
、
篠
山
地
先
の
道
路
を
通
学

道
路
、
生
活
道
路
と
し
て
整
備
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

危
険
性
が
高
く
、
一
刻
も
早
い
整
備
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　
　

何
と
か
解
決
す
る
と
い
う
意
気
込
み
は
な

い
の
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

早
期
実
現
に
向
け
、
県
に
対
し
積
極
的
に

要
望
し
て
い
る
。

質
問

　
　

通
学
路
と
し
て
安
全
に
通
さ
せ
る
と
い
う

目
標
は
あ
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

通
学
道
路
優
先
で
整
備
し
て
い
る
。
真
剣

に
受
け
止
め
、
十
分
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　
　

向
石
下
・
古
間
木
地
内
の
開
通
が
遅
れ
る

こ
と
は
、
市
の
経
済
効
果
に
も
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

は
っ
き
り
検
証
で
き
な
い
が
、
何
ら
か
の

影
響
は
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

　
　

私
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
県
と
調
整

し
、
交
付
税
措
置
を
受
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
交
付
税
措
置
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

交
付
税
措
置
は
い
つ
ま
で
措
置
さ
れ
て
い

く
の
か
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

質
問

　
　

し
っ
か
り
と
良
い
政
策
を
出
し
て
い
た
だ

い
て
、
一
日
も
早
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

（
一
問
一
答
）

岡
野　

一
男 

議
員

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

（
総
括
質
問
・
一
問
一
答
）

石
川　

栄
子 

議
員

高崎坂東線

圏央道インターチェンジ
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整備中の鹿小路細野線

実
態
は
あ
る
。

質
問

　
　

最
低
賃
金
へ
の
影
響
は
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
次
長
）

　
　

政
府
の
対
応
等
を
注
視
し
対
応
し
て
い
く
。

質
問

　
　

引
き
下
げ
は
市
民
生
活
に
大
き
く
波
及
し
、

生
活
の
悪
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
は
。

答
弁
（
市
長
）

　
　

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
、
教
育
支
援
を

し
、
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
な
政
策
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　

③
生
活
保
護
受
給
額
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
、
個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
、
就
学

援
助
、
保
育
料
な
ど
広
い
範
囲
に
大
き
く
波

及
し
て
い
く
。
影
響
を
与
え
る
す
べ
て
の
分

野
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

①
市
民
の
個
人
総
所
得
は
平
成
20
年
か
ら

減
少
が
続
い
て
い
た
が
、
本
年
度
に
お
い
て

増
加
の
兆
し
が
見
え
始
ま
っ
た
。
受
給
者
増

の
急
激
な
伸
び
は
、
近
年
鈍
化
傾
向
に
あ
る
。

保
護
率
は
県
内
で
低
い
ほ
う
か
ら
12
番
目
で

あ
る
。
増
加
の
原
因
は
、
景
気
の
低
迷
、
不

安
定
な
雇
用
形
態
、
核
家
族
化
、
制
度
に
対

す
る
意
識
の
変
化
な
ど
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

②
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
正
式
な
情
報
が

入
っ
て
き
て
い
な
い
の
が
実
情
。
憲
法
25
条

の
権
利
を
遵
守
し
て
見
直
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
執
行
し
て
い
く
。

　
　

③
国
で
は
、
で
き
る
限
り
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
対
応
す
る
と
の
方
針
が
出
さ
れ
た
。

質
問

　
　

引
き
下
げ
に
伴
う
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

に
す
る
と
、
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

影
響
が
な
い
よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

質
問

　
　

市
の
負
担
は
増
え
て
い
く
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

国
が
正
式
な
数
字
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、

計
算
で
き
な
い
。

質
問

　
　

基
準
の
引
き
下
げ
で
、
受
給
で
き
な
く
な

る
人
が
出
る
と
思
わ
れ
、
所
得
が
増
え
な
い

の
に
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

基
準
の
境
界
で
経
済
的
に
苦
し
い
と
い
う

質
問

　
　

鹿
小
路
細
野
線
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

着
工
延
長
は
約
２
９
５
０
メ
ー
ト
ル
、
着

手
率
は
80
％
。
平
成
24
年
度
は
、
改
良
工
事
、

迂
回
路
工
事
を
実
施
し
た
。
平
成
25
年
度
は
、

事
業
費
４
億
円
を
茨
城
県
に
工
事
委
託
す
る

予
定
。
用
地
買
収
の
進
捗
率
は
93
％
。

質
問

　
　

25
年
度
に
工
事
を
実
施
す
る
場
所
は
ど
こ

か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

茨
城
県
の
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
か
ら
北
側
へ
約

鹿
小
路
細
野
線
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
（
一
問
一
答
）坂

巻　

文
夫 

議
員

９
８
０
メ
ー
ト
ル
の
改
良
工
事
と
、
正
月
橋

関
係
の
工
事
を
主
に
実
施
す
る
。

質
問

　
　

改
良
工
事
は
、
ど
の
よ
う
な
施
工
を
進
め

る
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

本
来
は
片
側
２
車
線
ず
つ
で
あ
る
工
事
を
、

暫
定
的
に
１
車
線
ず
つ
の
車
道
を
つ
く
り
、

中
央
に
排
水
施
設
を
つ
く
っ
て
い
く
。
車
道

に
つ
い
て
は
、
５
セ
ン
チ
ず
つ
の
２
層
で
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
す
る
が
、
今
回
は
基
層

と
い
う
、
下
の
５
セ
ン
チ
ま
で
の
舗
装
を
施

工
す
る
。

質
問

　
　

沿
線
の
開
発
計
画
は
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

新
た
な
産
業
用
地
の
確
保
が
必
要
と
な
る

た
め
、
内
守
谷
工
業
団
地
北
部
の
約
22
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域
で
地
区
計
画
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
５
月
上
旬
に
は
都
市
計
画
決
定
す

る
予
定
。
25
年
度
に
は
坂
手
工
業
団
地
周
辺

地
区
の
地
区
計
画
を
策
定
し
、
25
年
度
中
の

都
市
計
画
決
定
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問

　
　

地
区
計
画
は
坂
手
地
区
の
ど
の
辺
に
な
る

の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

西
幹
線
道
路
と
既
存
の
坂
手
工
業
団
地
の

間
の
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
核
と
し
て
考
え
て
い

る
。

質
問

　
　

ど
の
よ
う
な
用
途
を
制
限
す
る
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

内
守
谷
工
業
団
地
北
部
地
区
の
地
区
計
画

と
同
様
の
、
流
通
、
運
輸
、
生
産
施
設
を
考

え
て
い
る
。

質
問

　
　

こ
れ
か
ら
新
た
な
道
路
工
事
等
は
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

新
た
に
進
出
す
る
企
業
が
使
い
や
す
い
よ

う
な
区
画
で
販
売
す
る
考
え
で
、
市
と
し
て

の
面
的
整
備
は
行
わ
な
い
。

質
問

　
　

今
年
度
中
に
都
市
計
画
決
定
で
き
る
の
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
次
長
）

　
　

年
度
内
を
目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
広
域
事
務
組
合
の
一
元
化
に
つ
い
て

質
問

　
　

中
国
の
大
気
汚
染
の
影
響
が
非
常
に
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
Ｐ
Ｍ
2.5
の
濃
度
が
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
環
境
基
準
の
約
12
倍
か
ら
24
倍
の

数
値
に
当
た
る
深
刻
な
大
気
汚
染
の
現
状
を

世
界
が
報
道
し
て
い
る
。
有
害
物
質
が
海
を

中
国
の
大
気
汚
染
の
影
響
と
情
報

公
開
に
つ
い
て

（
総
括
質
問
・
一
問
一
答
）

金
子　

晃
久 

議
員


